
皆様

⑴ 2026年６月10日 2026年６月号（第723号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2026年５月25日現在）

組合員数	 19,615人
出資総額	 386,466,500円
一人平均出資額	 19,703円

電話 027（388）0011 ６ 月 号
組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

　

４
月
の
紀
伊

国
屋
ホ
ー
ル
松

元
ヒ
ロ
「
ひ
と

り
だ
ち
」
は
拍

手
喝
采
で
し

た
。
ヒ
ロ
さ
ん
は
鹿
児
島

テ
レ
ビ
制
作
の
映
画
「
テ

レ
ビ
で
会
え
な
い
芸
人
」

と
し
て
知
る
人
ぞ
知
る
お

笑
い
芸
人
で
そ
の
風
刺
コ

メ
デ
ィ
ー
は
超
一
級
品
、

い
つ
も
チ
ケ
ッ
ト
は
２
、

３
日
で
完
売
で
す
▼
今
回

の
「
ひ
と
り
だ
ち
」
の
ア

ン
コ
ー
ル
は
、
ヒ
ロ
さ
ん

の
十
八
番
で
あ
る
「
憲
法

く
ん
」
で
し
た
。
ヒ
ロ
さ

ん
が
「
日
本
国
憲
法
」
に

な
り
き
っ
て
演
じ
ま
す
。

「
私
は
今
年
79
歳
に
な
り
ま

す
が
、
理
想
と
す
る
私
（
憲

法
）
が
現
実
に
合
わ
な
い

か
ら
と
リ
ス
ト
ラ
し
よ
う

と
す
る
人
が
い
ま
す
」
で

始
ま
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

日
本
国
憲
法
前
文
の
高
ら

か
な
暗
唱
で
し
た
▼
「
平

和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
信
頼
し
て
わ

れ
わ
れ
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し
」

ヒ
ロ
さ
ん
の
暗
唱
を
聞
い

た
と
き
に
こ
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
確
認
し
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
高
市
首
相
は
「
こ
の
非

常
に
お
め
で
た
い
一
文
を
、

も
し
改
憲
の
機
会
が
あ
れ

ば
真
っ
先
に
変
え
よ
う
と

思
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
▼
物
価
が
高
騰

し
、
石
油
危
機
が
叫
ば
れ

喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
政
府
は

憲
法
改
正
論
議
を
活
発
化

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

争
い
が
な
く
平
和
を
願
う

私
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
に
出

な
い
憲
法
く
ん
の
思
い
を

大
き
く
広
げ
て
い
く
必
要

性
を
痛
感
し
ま
す�

（
走
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

は
、
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
カ
ウ

ン
タ
ー
の
略
で
カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
を
意
味
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
薬
局
の
カ
ウ

ン
タ
ー
越
し
に
お
薬
を
販
売

　

今
回
の
改
正
の
目
的
は
、

医
療
費
財
政
の
維
持
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
軽
い
風
邪
や
少

し
の
か
ゆ
み
な
ど
、
市
販
薬

で
セ
ル
フ
ケ
ア
で
き
る
症
状

に
ま
で
広
く
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
る
と
、
医
療
保
険

の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
維
持

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
追
加
料
金
を
嫌

が
っ
た
り
、自
己
判
断
で「
市

販
薬
で
済
ま
せ
よ
う
」
と
考

え
た
り
す
る
こ
と
で
、
本
来

必
要
な
受
診
を
控
え
て
し
ま

　

令
和
９
年
３
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
で
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
比
較
的
症
状
が
軽
い

と
き
に
使
わ
れ
る
日
常
的
な

お
薬
が
対
象
で
す
。（
資
料

２
）

　

一
律
で
全
員
か
ら
徴
収
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
医
療
上

の
必
要
性
や
配
慮
が
必
要
な

以
下
の
ケ
ー
ス
で
は
免
除
と

な
り
ま
す
。

①
小
児

②�

が
ん
患
者
、
難
病
患
者
、

特
定
の
慢
性
疾
患
を
抱
え

て
い
る
方

③
低
所
得
者

④
入
院
中
の
患
者

　
「
対
象
と
な
る
薬
剤
費
の

4
分
の
1
（
25
％
）」
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

　

残
り
の
４
分
の
３
に
対
し

て
通
常
の
保
険
負
担
（
１
～

３
割
な
ど
）
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、
結
果
と
し
て
窓
口
で

の
薬
代
の
支
払
い
は
従
来
の

約
１
・
６
倍
に
増
え
る
計
算

で
す
。（
資
料
１
）

　

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
病

院
で
処
方
し
て
も
ら
う
際
、
通
常
の
保
険
負
担
と

は
別
に
追
加
料
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

と
は
何
？

と
は
何
？

最
後
に

最
後
に

追
加
料
金
は
い
つ

追
加
料
金
は
い
つ

か
ら
始
ま
る
の
？

か
ら
始
ま
る
の
？

ど
ん
な
薬
が
対
象

ど
ん
な
薬
が
対
象

に
な
る
？
（

に
な
る
？
（
7777
成成

分
・
約
１
１
０
０

分
・
約
１
１
０
０

品
目
）

品
目
）

追
加
料
金
が
「
免

追
加
料
金
が
「
免

除
」
さ
れ
る
人
・

除
」
さ
れ
る
人
・

ケ
ー
ス

ケ
ー
ス

ど
れ
く
ら
い
追
加

ど
れ
く
ら
い
追
加

料
金
が
か
か
る
？

料
金
が
か
か
る
？

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
市
販
薬
）」

の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
話
題
に
な
っ
て
い

る
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
と
は
、

処
方
箋
医
薬
品
の
う
ち
市
販

薬
と
成
分
や
効
能
が
似
て
い

る
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加

料
金
が
発
生
し
ま
す
！

料
金
が
発
生
し
ま
す
！

高
崎
中
央
病
院 

薬
局

資料１

資料２

・これまで：300円
・新 制 度：約475円
・内　　訳：追加料金（４分の１）：250円
　　　　　　残り750円の３割負担：225円
　　　　　　合計：475円

日常的によく使われる、以下のようなお薬が対象です。
・解熱鎮痛剤：ロキソニン、カロナールなど
・花粉症・アレルギー薬：アレグラ、アレジオン、クラリチンなど
・皮膚の保湿剤：ヒルドイドなど
・湿布・塗り薬：モーラステープ、リンデロン軟膏など
・その他：胃薬（ガスター）、せき止め（メジコン）など

がん検診・特定健診のご案内　高崎中央病院 健診室

どんな薬が対象になる？
対象となるお薬の例（77成分・約1,100品目）

う
人
が
増
え
る
リ
ス
ク
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
販
薬
の
場
合
、

患
者
さ
ん
か
ら
の
申
告
が
な

い
限
り
、
重
複
投
与
や
薬
物

相
互
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
ず
、
過
量
投
与
や
副
作
用

で
健
康
被
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
患
者
さ

ん
の
訴
え
に
は
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

⑤�

医
師
が
「
医
療
上
、
こ
の

薬
の
長
期
使
用
な
ど
が
ど

う
し
て
も
必
要
」
と
判
断

し
た
場
合

例：薬剤費が1,000円の場合
　　（３割負担の人）



2026年６月10日 ⑵2026年６月号（第723号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

2026年度はるな生協事業方針
　はるな生協は、医療介護複合体として、地域の人々が住み慣れた
地域で居心地よく暮らし続けることを支える組織として、地域の要
求に真摯に対応していきます。生協活動においては、地域組合員と
職員組合員の協同、班会をはじめ多彩な取り組みで生協の安心ネッ
トワークづくりを進めます。

（１）医療活動
（高崎中央病院）
　地域に根差した医療機関として外来から入院、在宅医療まで、周
辺医療機関や介護施設との連携を強め地域医療の発展に寄与しま
す。専門職の確保と養成、職員と組合員の結びつきを深めます。
（通町診療所）
　家庭医のいる診療所として広報を進め、幅広い患者層を受け入れま
す。地域のサービスをつなげる中継拠点としての機能を果たします。
（はるな生協歯科診療所）
　人材確保育成に努め、診療体制の安定を図ります。診療だけでな
く保健予防活動を重視し情報発信していきます。

（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ・介護センターほほえみの杜・高齢
者住宅虹の家・看護小規模多機能つむぎ・高崎中央病院・通町診療所）
　医療介護の連携や地域の社会資源とのつながりを充実させ、選ば
れる事業所を目指します。各事業所とも利用者確保に努め、利用者
一人ひとりのニーズにこたえ満足度向上を目指します。
（その他）
　有償ボランティア「あんじゃねぇ」では、利用する方の「住み慣
れた家で自分らしく暮らし続けたい」という思いを大切に、活動を
続けていきます。協力者増やしに取り組みます。

（３）事業所利用委員会
　利用しやすい事業所づくりを進めるため、虹の箱や地域から寄せ
られる声や、満足度アンケートを真摯に受け止め、職員組合員・地
域組合員とともに検討・改善をすすめます。理事会のもとに事業所
利用委員会の開催を検討します。他生協の見学や利用委員会との懇
談、地域組合員と職員組合員の交流と学習の機会を持ちます。

（４）健康づくり
　まちかど健康チェックは引き続
き要請に応えていきます。店舗や
イベント等での出張開催について
検討します。はるな健康体操に加
えモルックなど楽しみながら体を
動かせる企画や食に関する企画も
検討します。協力者募集を継続す
るとともに、職員組合員・地域組合員の連携強化を図ります。

（５）組合員活動
　気軽に立ち寄って話ができる場所として班会を増やします。若い
世代も参加しやすい取り組みを模索します。介護施設への訪問活動
をはじめ多様なボランティア活動を支える体制を作ります。

　緑十字をより多くの組合員に届
けられるよう取り組みます。ふれ
あい会館を地域の居場所として活
用していきます。
　組合員職員交流集会の開催、健
康まつり・生協学校(仮)に取り組
みます。

（６）教育文化活動
　「地域で生き、暮らしを豊かに」の理念のもと、医療福祉生協の価
値を再発見し、組合員同士が心を通わせる「学び」と「交流」の場
を創出します。映画上映会、歴史散歩、ふるさとの散歩道、うたご
え喫茶など、学びの企画・楽しい
企画を行います。組合員の興味関
心をとらえたテーマで講演会を企
画します。利用委員会と共同で現
場の活力を地域組合員に伝える機
会を作ります。

（７）社会保障・平和を守る活動
　私たちは医療・介護・福祉を担うものとして、戦争に反対し、憲
法を守ること、社会保障が充実するために、誰もが安心してくらし
続けられるまちづくりに継続して取り組みます。
〈社会保障を守る活動〉
　従来の紙保険証が引き続き使えるよう運動を継続します。高額療
養費自己負担の引き上げ、終末期医療の保険外しなど、制度見直し
の白紙撤回を求めます。諸団体が活動している生活困窮者・学生へ
の支援に協力していきます。
〈平和を守る活動〉
　憲法を守る取り組み、５．３憲法記念日集会や憲法学習会などへの
参加、署名行動に積極的に参加します。
　国民平和大行進、原水爆禁止世界大会、高崎平和コンサートによ
り多くの地域組合員、職員組合員が参加するよう呼びかけ、核兵器
をなくす運動に取り組みます。あらゆる戦争・戦争政策をなくす運
動に取り組みます。
　福島第１原発事故を風化させないために、福島被災地見学から被
災地の実態を学ぶ活動に取り組みます。人権を学ぶ機会としてハン
セン病草津栗生楽泉園の見学学習に取り組みます。

はるな生協のミッションはるな生協のミッション
～住み慣れた地域で居心地よく暮らし続けることを支える～

日にち：2026年７月９日（木）
時　間：８時45分　高崎中央病院駐車場（歯科診療所奥駐車場）
　　　　９時00分　出発
　　　　16時45分　帰着予定
定　員：25人（定員になり次第締め切ります）
参加費：一人5,000円
見学場所：�足尾銅山～足尾銅山記念館～龍蔵寺～松本村跡／推積場～

など
※参加費にバス代・高速代・保険代・入場料が含まれます。
※昼食は各自でご持参ください。
※動きやすい服装、履きなれた靴でご参加ください。
お問合せ・申し込み：組合員活動部（027-323-2762）

上州歴史散歩のご案内「足尾銅山」見学
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２
０
２
６
高
南
支
部
総
会

各
地
で
支
部
総
会
・
議
案
説
明

会
を
開
催
。
ふ
れ
あ
い
会
館
で

の
合
同
議
案
説
明
会
に
計
10

人
参
加

　

高
齢
者
住
宅
虹
の
家
で

は
、「
日
常
生
活
そ
の
も
の

が
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
」
と
い

う
考
え
方
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
生
活
の
中
に
自
然
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
"
さ
り
げ
な

い
リ
ハ
ビ
リ
"
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
普
段
使
用
し
て
い
る
車

い
す
か
ら
歩
行
器
へ
乗
り
換

え
、
少
し
で
も
歩
く
機
会
を

増
や
し
た
り
、
手
洗
い
や
洗

面
動
作
は
可
能
な
限
り
立
ち

上
が
っ
て
行
っ
て
み
る
、
入

浴
場
面
で
は
「
洗
え
る
と
こ

　

滝
川
公
民
館
に
22
名
の
参

加
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

は
職
員
組
合
員
と
支
部
の
交

流
を
兼
ね
、
健
診
室
室
長
の

𠮷
田
尚
子
さ
ん
を
迎
え
て
の

開
催
で
し
た
。
議
事
は
２
０

２
５
年
度
の
ま
と
め
と
会
計

報
告
、
２
０
２
６
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
し
た
。

支
部
組
合
員
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
今
後
は
若
い
世
代
に

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

く
か
が
課
題
と
し
て
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
は
𠮷
田
さ
ん
が
手

作
り
の
４
種
類
の
資
料
を
基

に
健
康
診
断
の
大
切
さ
と
必

ろ
は
自
分
で
洗
う
」
こ
と
な

ど
の
取
組
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
更
衣
や
食
事
場
面
な

ど
の
日
常
生
活
場
面
に
つ
い

て
も
、
で
き
る
部
分
は
ご
本

人
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な

　

介
護
事
業
所
の
現
場
か
ら

   

  

　
高
齢
者
住
宅
虹
の
家

　

５
月
８
日
は
、
倉
賀
野
支

部
と
吉
井
町
支
部
は
牛
伏
ド

リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
モ
ル
ッ

ク
体
験
と
合
同
議
案
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
合
同
開
催

は
３
回
目
、
両
支
部
合
わ
せ

て
11
人
が
参
加
し
て
、
酒
井

専
務
理
事
か
ら
説
明
を
聞
き

ま
し
た
。

　

５
月
11
日
の
中
居
第
二
支

部
の
議
案
説
明
会
に
は
５
人

が
参
加
ま
し
た
。

　

組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
で

の
合
同
議
案
説
明
会
を
５
月

15
日
と
21
日
に
行
い
ま
し

た
。
２
回
で
４
支
部
か
ら
10

人
が
参
加
し
て
、
酒
井
専
務

理
事
の
説
明
を
聞
き
質
問
や

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
「
個
別
送

迎
で
通
院
で
き
て
助
か
っ
て

い
る
」「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は

ど
こ
ま
で
来
て
く
れ
る
の

か
」、
支
部
と
職
場
の
ペ
ア

活
動
の
感
想
や
意
見
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
保
障
や
平
和
活

動
へ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

分
で
で
き
た
」
と
い
う
達
成

感
や
生
活
へ
の
意
欲
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
よ
り
個
別
性
を

重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住

宅
で
は
、「
好
き
な
だ
け
湯

船
に
つ
か
り
た
い
」「
バ
ス

ク
リ
ン
を
使
い
た
い
」「
洗

身
と
入
浴
の
順
番
は
自
分
で

決
め
た
い
」
と
い
っ
た
利
用

者
様
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
大

切
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護
を

"
し
て
も
ら
う
"
だ
け
で
な

く
、「
自
分
ら
し
い
生
活
を

続
け
る
」
こ
と
を
支
え
る
視

点
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

で
は
、
介
護
美
容
や
外
部
講

師
の
導
入
な
ど
、
新
た
な
試

み
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
利
用
者
様
の
笑
顔
や
前

向
き
な
反
応
は
も
ち
ろ
ん
、

「
利
用
者
様
の
新
た
な
一
面

が
見
え
た
」「
自
分
た
ち
の

学
び
に
も
な
っ
た
」
と
、
職

員
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

施
設
長　

佐
藤　

琢
也

介護ネイル

健診とは？

が
ら
支
援

を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た

日
々
の
積

み
重
ね

が
、
身
体

機
能
の
維

持
だ
け
で

な
く
、「
自

倉賀野・吉井町支部モルック体験

議案説明会 5/15（第６支部）

中居第２支部

議案説明会 5/21（群馬町・塚沢・第５支部）

　ボランティア部会では毎年、介護サービス利用者向けにクリ

スマスプレゼントを作っています。今年は冬らしいマスコット

を作ります。簡単な作業ですので、お手伝いいただける方はぜ

ひご参加ください。

日時：７月13日（月）14時30分ごろから16時まで、組合員ふれあい会館

持ちもの： 特に必要ありませんが、手芸用・工作用のはさみがあればお持ちく

ださい。

問い合わせ先：組合員活動部（027-323-2762）

クリスマスプレゼントづくりボランティア募集！

要
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
大
変
詳
し
く
わ
か
り
や

す
い
と
好
評
で
し
た
。
特
に

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
実
話
に
も
と
づ
く
貴
重

な
経
験
を
交
え
て
話
さ
れ
、

改
め
て
健
診
の
必
要
性
を
理

解
し
ま
し
た
。

5月14日

第52回ふるさとの散歩道
上州富岡の散歩道

日にち：６月29日（月）
集合時間：８時40分
集合場所：高崎駅西口上信電鉄改札口前
＊電車賃と富岡製糸場見学料は自己負担。高崎駅からは往復乗車券と見学
料がセットになった「富岡製糸場見学往復割引乗車券」（2,200円）がお得
です。

【当日の行程】
　西口上信電鉄高崎駅⇒上州富岡駅⇒龍光寺⇒永心寺⇒
　長屋門・稲部市五郎の碑⇒蛇宮神社⇒七日市藩邸・黒門⇒金剛院⇒
　富岡製糸場見学

＊上信電鉄　高崎駅８時59分発⇒上州富岡駅９時36分着
＊総時間　1.5時間〜 2.5時間ほど
＊こまめに水分補給するなどして歩いてください。

お問い合わせ先：組合員活動部（027-323-2762）

日 時 ： 2026年７月27日 （月）

　　　 14時00分～ 16時00分 （受付13時30分より）

会 場 ： はるな生協　組合員ふれあい会館1階

参加費 ： 200円 （飲み物 ・菓子代）

先 着 ： 30人
申し込み ・問い合わせ ： 組合員活動部 （027-323-2762）

参加を希望される方は、 会場の都合上、 必ず申し込みください。

はるな生協『うたごえ喫茶』
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〈
乗
附
町　

関
谷　

治
行
〉

　

立
夏
が
過
ぎ
た
ら
途
端
に

熱
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

群
馬
マ
ラ
ソ
ン
に
申
し
込
み

ま
し
た
。
今
年
は
何
と
か
完

走
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。〈

藤
塚
町　

吉
田　

精
二
〉

　

惜
春　

西
行
法
師
の
「
願

は
く
ば
花
の
下
に
て
春
死
な

む
そ
の
如
月
の
望
月
の
こ

ろ
」
と
い
う
歌
が
大
好
き
で

す
が
、
そ
の
春
が
と
て
も
短

く
残
念
な
が
ら
夏
日
が
着
て

し
ま
い
惜
春
！

〈
貝
沢
町　

佐
藤
美
栄
子
〉

　

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に

緑
十
字
の
ニ
ュ
ー
ス
は
と
て

も
参
考
に
な
り
、
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

〈
城
山
町　

吉
田　

澄
江
〉

　

今
年
も
五
月
と
い
う
の
に

真
夏
日
に
な
り
ま
し
た
。
本

格
的
な
夏
の
暑
さ
に
そ
な
え

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
新
町　

飯
野　

和
子
〉

　

先
日
、
百
歳
の
お
祝
い
で

久
し
ぶ
り
に
祖
父
に
会
い
に

行
き
ま
し
た
。
ま
た
会
い
に

い
く
ね
～
！

【
俳
句
・
川
柳
】

ア
カ
ハ
ラ
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
朝
散
歩	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

柿
の
花
疎
遠
と
な
り
し
母
の
里	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

立
ち
す
く
む
身
ぐ
る
み
剝
ぐ
か
青
嵐	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

目
に
爽
や
か
茶
つ
み
ロ
ボ
ッ
ト
令
和
な
り	

浜
尻
町　

中
山　

国
子

【
短
歌
】

長
年
の
満
身
創
痍
も
ケ
セ
ラ
セ
ラ

　
　
　
　

肩
・
腰
・
足
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
カ
バ
リ
ー	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち
や
っ
て
く
る

　
　
　
　

ク
ル
ー
ズ
船
の
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス	

藤
塚
町　

吉
田　

精
二

久
々
に
お
転
婆
盛
り
の
曽
孫
見
て

　
　
　
　

孫
の
守
り
し
た
日
々
を
お
も
い
ぬ	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

大
昔
戦
國
時
代
の
日
本
は

　
　
　
　

権
力
爭あ

ら
そい
人
命
軽
視	

吉
井
町　

中
重　

仁
子

我
が
家
は
川
沿
い
に
あ
り
神
社
あ
り

　
　
　
　

朝
夕
散
歩
幸
せ
の
街	

井
野
町　

森
田　

成
子

誕
生
花
一
本
買
っ
た
か
す
み
草

　
　
　
　

窓
辺
に
飾
り
過
ぎ
し
を
想
う	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

緑
陰
の
古
墳
訪た
ず

ね
し
長
寿
会

　
　
　
　

微か
す

か
に
覚お
ぼ

ゆ
古い
に
しへ
の
風	
東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、「
お
便
り
」コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
あ
な
た
の
近

況
、
ご
意
見
、
そ
の
他
、

一
言
添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

６
月
26
日（
金
）必
着
の
こ
と
。

５
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
５
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

中
西　

好
江
（
東
貝
沢
町
）

中
山　

国
子
（
浜
尻
町
）

星　
　

雄
二
（
中
居
町
）

飯
野　

和
子
（
新
町
）

佐
藤　

英
三
（
中
居
町
）

小
笠
原
政
男
（
江
木
町
）

石
原　

姫
雪
（
倉
賀
野
町
）

眞
庭　

弘
征
（
東
中
里
町
）

吉
井　

澄
江
（
城
山
町
）

丸
沢
智
佳
子
（
甘
楽
町
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

イ
チ
ゴ

エ

イ
チ

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

〈
倉
賀
野
町　

堰
塚
み
や
子
〉

　

福
島
県
会
津
若
松
へ
、
白

虎
隊
十
九
士
の
墓
参
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
長
年
の

願
い
が
叶
っ
て
安
心
し
ま
し

た
。
い
つ
の
時
代
で
も
戦
は

い
や
で
す
。

〈
上
中
居
町　

飯
島　

和
子
〉

　

三
月
号
の
答
え
を
初
め
て

投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と

当
選
し
名
前
を
掲
載
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ

く
見
て
い
ま
す
ね
。
何
人
か

の
人
か
ら
「
見
た
よ
」
の
連

絡
が
。

〈
八
幡
町　

有
留　

益
子
〉

　

久
し
ぶ
り
に
投
稿
で
す
。

庭
の
花
が
か
わ
る
が
わ
る
咲

い
て
元
気
出
し
て
と
言
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
グ
ミ
の

す
っ
ぱ
い
小
粒
で
す
が
い
っ

ぱ
い
実
が
な
り
ま
し
た
。
酢

か
酒
に
つ
け
ま
し
ょ
う
か
？

〈
下
小
塙
町　

佐
藤　

昌
美
〉

　

待
ち
に
待
っ
た
雨
が
降
っ

た
、
こ
れ
で
前
庭
と
裏
庭
の

水
遣
り
が
休
め
る
。
五
月
に

三
十
度
越
え
は
が
ま
ん
な
ら

な
い
。
エ
ア
コ
ン
掃
除
も
そ

ろ
そ
ろ
か
な
…
と
。
プ
ラ
ズ

マ
ク
ラ
ス
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の

交
換
も
あ
る
ら
し
い
。
夏
前

に
思
い
も
よ
ら
ぬ
出
費
は
頭

が
痛
い
。

〈
中
居
町　

萩
原
美
代
子
〉

　

四
季
の
変
化
を
楽
し
め
る

日
本
で
し
た
が
、
最
近
で
は

二
極
化
し
て
い
る
感
じ
で

す
。
自
然
も
世
界
も
大
き
く

変
化
し
て
ま
す
。
平
和
な
時

代
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

〈
中
居
町　

佐
藤　

英
三
〉

　

ま
だ
５
月
な
の
に
暑
く
て

既
に
夏
バ
テ
で
す
。
今
は
、

湿
度
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
…

梅
雨
後
の
地
獄
が
怖
い
で
す
。

〈
中
居
町　

星　
　

雄
二
〉

　

近
所
の
軒
下
に
ツ
バ
メ
が

子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
先
日
巣
が
不
安
定
で
落

お
便
り

【連載41】

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　

聞
い
て
み
ま
し
た
！

　

聞
い
て
み
ま
し
た
！

ｙ
・
ｍ

　

は
る
な
生
協
の
介
護
施
設

「
虹
の
家
」
の
南
側
に
庭
が

あ
り
ま
す
。
桜
・
蠟
梅
・
み

か
ん
・
金
木
犀
な
ど
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
花
や

野
菜
も
育
て
ら
れ
ま
す
。
私

は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
草
む
し

業
務
が
忙
し
く
な
か
な
か
で

き
な
い
よ
う
で
す
。
木
の
剪

定
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
さ
ん
も
い
ま
す
。
夏
は

暑
く
て
大
変
で
す
が
、
少
し

で
も
き
れ
い
な
庭
を
保
て
る

よ
う
出
来
る
だ
け
長
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ジャガイモ畑の草とり

り
を
し
て
、

今
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
収
穫

が
楽
し
み
で

す
。
開
設
当

初
は
、
利
用

者
さ
ん
や
職

員
さ
ん
が
野

菜
や
花
を
育

て
て
い
ま
し

た
が
、
今
は

下
し
て
雛
も
死
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
二
・
三
日
後
か
ら

親
ツ
バ
メ
達
は
新
し
く
巣
を

作
る
た
め
泥
を
口
に
く
わ
え

て
運
び
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
ひ
た
む
き
な
様
子
を
驚
き

と
感
動
で
見
守
っ
て
い
ま

す
。〈

甘
楽
町　

丸
沢
智
佳
子
〉

　

い
つ
も
楽
し
み
に
緑
十
字

の
広
報
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
興
味
深
い
内
容

が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
!!!

〈
東
貝
沢
町　

中
西　

好
江
〉

　

先
日
長
寿
会
で
観
音
塚
古

墳
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

静
か
な
良
い
所
で
し
た
。
毎

日
の
生
活
の
喧
騒
を
ち
ょ
っ

と
の
間
で
し
た
が
忘
れ
ら
れ

る
ひ
と
時
で
し
た
。



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

2026年６月10日 ⑹2026年６月号（第723号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
本
部
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
本
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
８
８
）
０
０
１
１

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

丸ごとにんじんのサラダ

●材　料（３人分）
・にんじん��������� 160g
・卵���������２個（100g）
・マヨネーズ��� 大さじ２（24g）
・にんにく（チューブ）
　�������� 小さじ3/4（3g）
・乾燥パセリ（あれば）
　������� 大さじ1/2（1.5g）

〈１人分の栄養価〉
　123kcal.　塩分0.4g

　食材２つだけでOK！にんじんを丸ごと使った手軽なサラダ。
　素材の甘みをいかし、にんじん本来のおいしさを楽しめる一品です。
� （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　海野　智子）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●作り方
①�鍋に湯を沸かし、卵を静かに入れて
８分ゆでます。ゆで上がったら冷水
にとり、殻をむきます。

　�→ゆで時間は半熟の目安です。かた
めがお好みの方は１分ずつ追加して
ください。

②�にんじんを濡らしたペーパータオル
で巻き、ラップで包みます。耐熱容
器にのせ、電子レンジ（600ｗ）で
８分加熱します。

　�→加熱時間は３人分の目安です。に
んじんは皮ごと使うのでよく洗って
から調理します。

③�ボウルににんじんを入れてつぶしま
す。ゆで卵、マヨネーズ、にんにく
を加えて和え、お好みで乾燥パセリ
を散らします。（つぶす際はにんじ
んのへたを取り除いてください。）

青
春
の
歌
ご
え
で
微
笑
み
い
っ
ぱ
い

青
春
の
歌
ご
え
で
微
笑
み
い
っ
ぱ
い

パ
ッ
と
華
や
ぐ
デ
イ
の
庭

パ
ッ
と
華
や
ぐ
デ
イ
の
庭

通
町
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
５
月
報
告

通
町
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
５
月
報
告

　

私
た
ち
歌
バ
ン
ド
「
ビ
ギ

ナ
ー
ズ
」
は
、
５
月
13
日
、

介
護
施
設
「
ほ
ほ
え
み
」
に

４
度
目
の
訪
問
演
奏
を
し
ま

し
た
。
職
員
さ
ん
が
手
作
り

の
応
援
う
ち
わ
で
盛
り
上

げ
、
利
用
者
さ
ん
と
「
四
季

の
歌
」
や
「
若
者
た
ち
」
な

ど
「
青
春
の
歌
ご
え
」
を
ご

一
緒
に
歌
い
、
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
バ
ン
ド
で
歌
っ

　

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き

そ
ろ
う
良
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お

庭
も
利
用
者
が
見
て
楽
し
め

る
よ
う
、
お
花
で
い
っ
ぱ
い

に
し
た
い
と
思
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
花
を
植
え

る
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

か
ら
植
え
る
と
こ
ろ
を
利
用

者
に
見
て
も
ら
お
う
と
、
ア

　

５
月
20
日
、
通
町
診
療
所

の
待
合
室
で
「
第
６
回
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は「
自
分
の
骨
年
齢
・

体
脂
肪
率
を
知
ろ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
骨
年
齢
と
体
脂
肪

率
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
測
定
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
口
コ
ミ
で
広

て
く
れ
た
女
性
Ｏ
さ
ん
は
今

年
４
月
に
は
る
な
生
協
の
組

合
員
さ
ん
に
加
入
し
て
頂
い

た
ば
か
り
で
す
。
歌
が
好
き

と
い
う
の
で
お
誘
い
し
た
と

こ
ろ
、
上
手
で
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

　

次
回
７
月
の「
ほ
ほ
え
み
」

訪
問
で
ナ
ン
ト
、
紙
芝
居
も

披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
紙
芝
居
の
枠
か

ら
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で
全
て
Ｏ

さ
ん
の
手
作
り
だ
そ
う
で
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

帰
り
の
車
内
で
「
は
る
な

生
協
っ
て
、
職
員
さ
ん
も
、

利
用
者
さ
ん
も
表
情
が
と
て

も
素
敵
ね
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

�

（「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」

）

イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
い
た
の

で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

時
間
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
の
お
花

と
、
コ
ス
モ
ス
・
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
を
植
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
（
後
日
ミ
ニ
バ
ラ
も

植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。

　

雑
草
だ
ら
け
だ
っ
た
デ
イ

の
庭
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
パ
ッ
と
明
る
く
華
や
ぎ

　『すこしお生活』へ関心を持っていただきたく、
調理実習を企画しました。病院栄養課の職員を講師
に、お昼ご飯を調理して召し上がっていただきます。
日時：７月31日（金）10時～ 13時
場所：組合員ふれあい会館　１階
参加費：500円　　参加人数：20人
　（参加締め切り：７月24日、または定員になり次第締め切ります）
申し込み：組合員活動部　（027-323-2762）

もしものこと、人生の最期どうありたいか気軽に話題にできる不思
議なカードゲームです。カフェでお茶を飲みながら、リラックスし
て、一緒にゲームを楽しんでみませんか？診療所職員も参加します。

ゲスト　高崎市医療介護連携　相談センターたかまつ
社会福祉士・精神保健福祉士・認定心理士　飯島　技子　氏

【開催日】奇数月第３水曜日　第７回は7/15（水）
令和８年度開催予定日：第８回 9/16（水）、第９回 11/18（水）の
予定です。
【時間】14：00～ 15：00
【場所】通町診療所　待合室
申し込み不要、無料
※開催日については変更になる可能性があります。
【問い合わせ先】通町診療所　℡ 027-322-6534

アレルギーに関することをお気軽にご相談ください
事前予約が必要です
お電話か小児科窓口で予約受付いたします

～涼しい場所で心も身体も一緒にほっとしませんか？～

第７回　もしバナゲーム

活
動
報
告

すこしお料理教室のご案内

おしゃべりカフェ

小児科
アレルギー外来
が始まります

毎週金曜日  15：00～18：00

高崎中央病院小児科外来
027-323-2607

が
り
15
名
、
以
前
に
か
か
り

つ
け
の
病
院
で
測
定
し
た
骨

密
度
や
骨
年
齢
の
記
録
と
見

比
べ
変
化
を
み
る
方
、
自
分

流
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
取
り
方

や
健
康
づ
く
り
の
話
題
で
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
15
日
（
水
）

14
時
か
ら
15
時
、「
第
７
回

　

も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム　

～
も

し
も
の
こ
と
、
人
生
の
最
期

ど
う
あ
り
た
い
か
気
軽
に
話

題
に
で
き
る
不
思
議
な
ゲ
ー

ム
～
」
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

ま
し
た
。
利
用
者
間

の
会
話
も
増
え
、「
き

れ
い
だ
ね
」「
芽
が

で
た
よ
」
と
み
な
さ

ん
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
、
先
日
は
暑
い
中

来
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ

ほ
え
み�

）

６月より


